
廃止の事由及び時期並びに学生の処置方法を記載した書類 

 

１ 廃止する専攻の概要 

（１） 廃止する専攻名 

明治大学大学院 理工学研究科建築学専攻（博士課程） 

（２） 入学定員及び収容定員（学生募集停止前） 

博士前期課程 入学定員７６人 収容定員１５２人 

博士後期課程 入学定員５人 収容定員 １５人 

（３） 所在地 

神奈川県川崎市多摩区東三田１－１－１ 

（４） 募集停止により入学する者がいなくなった最初の年度 

 平成２９年度（２０１７年度） 

（５） 学生募集停止の時期（一般公表時期） 

平成２８年（２０１６年）４月２７日から 

  

２ 廃止の事由 

理工学研究科建築学専攻（博士課程）は、昭和３６年（１９６１年）に、

高度に発展する科学技術と、自然環境がもたらす諸問題に対応する「建築学」

の再構築という社会的要請のもと、学生の研究開発能力を育成し、さらに高

度な専門教育や職能教育を通じて、自立して研究活動を推進することのでき

る人材の育成を目的として設置された。 

その後、建築学術の体系を踏まえ、建築・都市学全般に対する柔軟な発想

と専門性を有し、国際性豊かな高度専門職業人の養成を目的のため、新たに

理工学研究科建築・都市学専攻を設置し、平成２８年（２０１６年）４月２

７日から、理工学研究科建築学専攻の学生募集を停止した。 

令和７年（２０２５年）３月を以って在学生は修了又は満期退学予定であ

り、退学者の再入学の可能性も無いため、建築学専攻（博士課程）を廃止す

る。 

 

３ 学生の処遇 

令和７年（２０２５年）３月を以って在学生は修了又は満期退学予定。な

お、退学者の再入学の可能性も無い。 

 

４ 教職員の処遇 

教員については、平成２９年度（２０１７年度）から設置した理工学研究

科建築・都市学専攻へ移籍した。また、職員については、引き続き、理工学

部事務室が担当している。 



 

５ 施設設備の処置 

 平成２９年度（２０１７年度）から設置した理工学研究科建築・都市学専

攻に引き継いでいるため、処分等は発生しない。 

 

６ 学籍関係書類の保存方法 

理工学部事務室を所管とし、規程に基づき適宜保存している。 

 

７ 廃止の時期 

令和７年（２０２５年）３月３１日 

 

８ その他 

本件に係る学則等の記載に変更事項は発生しない。 

 

 以 上  
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